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熱心なグルメだという方にも、各国の料理や文化を体験することが大好きだという方にも、
オリエント･エクスプレスがご用意する様々な料理体験のプログラムはきっとご満足いただ
ける内容でしょう。ザ･ガバナーズ･レジデンスではアジアの多様な味がミックスされたミャ
ンマー料理、ホテル･モナステリオで味わう進化したペルー料理、さらにはラオスのラ･レジ
デンス･プー･バオで学べる稲作農業の秘密など、オリエント･エクスプレスは美食の舞台裏
や各地の文化知識をゲストに徹底的にご紹介いたします。 
 
 

ミャンマーのヤンゴンに位置するザ･ガバナーズ･レジデンスにお
泊りのゲストは、ブルー･タクシー･マーケット･ツアーに出かけて、
地元の料理について知識を深め、実際に調理を行う料理教室に参
加いただけます。ホテルの総料理長イアン･マーレイの案内で、ま
ずゲストは１９７０年代のレトロな青いマツダ車のタクシーに乗り、
活気あふれる市場を訪れます。ここでは東南アジアの代表的な食
材であるジャックフルーツやランブータン、マンゴや茶葉の漬物

（ラペソー）をはじめとした地元の野菜やフルーツについてイアンから説明を受けます。 
 
ホテルに戻ると調理実習の始まりです。朝、市場で選んだ素材を使い、伝統的なミャンマー風サラダ
を三種類作ります。緑の茶葉とライマメ、ピーナッツ、ゴマ、干しえび、唐辛子を使う茶葉のサラダ
は毎回必ずメニューに加えられます。ミャンマーに伝わる伝統料理を作り、味わうことはゲストにと
って最高の体験となるでしょう。自ら完成させたメニューに加え、地元のワインとビュッフェ形式の
ランチを満喫していただき、ミャンマーの本当の味を堪能する素晴らしいコースは終了します。 
 
参加費は１名様ＵＳＤ６０で、市場へのツアー、料理教室とランチが含まれます。ザ･ガバナーズ･レジ
デンスのご滞在は、デラックス･ルーム、１泊ＵＳＤ２０５ (２名様、朝食付き)からご用意しています。 
ご予約は wwwwww..ggoovveerrnnoorrssrreessiiddeennccee..ccoomm またはオリエント･エクスプレスの予約デスクまでお
問い合わせください。 



 

 
スペインとインカ帝国の文化を色濃く残すクスコの町は、芸術
家や料理家に様々なインスピレーションを与え続けてきた場所
です。かつての修道院であり、１５９２年から国定史跡となって
いるホテル･モナステリオも例外ではなく、ホテルが所有する素
晴らしいアートコレクションとペルーの美食文化の進化をより
深くゲストに知っていただこうと芸術と料理の体験ツアーを新
しくスタートいたしました。 

 
金色の額縁で絵画を飾るバロック様式のホテル･モナステリオには、１６世紀から１８世紀に流行して
いた芸術流派であるクスケーニャ･アート･スクールの優れた画家の作品がコレクションされています。
ホテル･モナステリオのアートツアーガイドは、宗教画とクスコの歴史についてのエキスパートで、ホ
テル内に数多く残る印象的な絵画の意義を説明し、ご案内します。ツアーを通して、この建物がサン･
アントニアオ･アバドの神学校として建てられた時代からの歴史を感じ、身近に体験していただける
ことでしょう。 
 
アート･ツアーの後は、植民地、共和国時代から１８世紀にかけてのペルー料理に関する楽しい話が続
きます。植民地時代初期に好まれ、作られていた様々なメニューを実際に見ていただき、料理の実演
のあとには各ゲストにホテル･モナステリオのロゴ入りエプロン、さらにその日に学んだレシピのコ
ピーを差し上げます。 
 
この体験ツアーの参加費は１名様ＵＳＤ２０で、ホテル･モナステリオのご滞在は、デラックス･キン
グ･ルームがＵＳＤ５２０（２名様、朝食付き）からご用意しています。 
ご予約は wwwwww..mmoonnaasstteerriioohhootteell ..ccoomm またはオリエント･エクスプレスの予約デスクまでお問い
合わせください。 
 

ラオスのルアン･パバンに位置するラ･レジデンス･プー･バオがご
紹介するのは、ラオスの主要作物であり、地元の食には欠かせな
い米の農作と貿易について学ぶ、ラオスの生活を深く知ることの
できる新しい体験です。近隣にあるリビング･ランド･ファームに
て、農家の人たちと半日を過ごし、稲作農業における１３のステー
ジを学びながら、実際に稲の刈りいれ体験をします。リビング･ラ
ンド･ファームは、農業における化学薬品の過度な使用を危惧する

３人のラオ人が設立したオーガニック農場です。ここで実際に水田を耕し、種をまく体験をしたあと
は、ここで作られたお米の試食をします。ツアー参加者は、その体験を通しアジアの農業従事者の生
活や仕事について知識を深めることができます。 
   
参加費は１名ＵＳＤ５０で、交通費、入園費、および農場内のガイド付きツアーが含まれます。ラ･
レジデンス･プー･バオでのご宿泊は、ガーデン･ビュー･ジュニア･スイートをＵＳＤ４７０（２名様、朝
食付き）からご用意しています。 
ご予約は wwwwww..rreessiiddeenncceepphhoouuvvaaoo..ccoomm またはオリエント･エクスプレスの予約デスクまでお
問い合わせください。 



 

 

 
オリエント･エクスプレス ( www.orient-express.com ) の名称は、１９８３年に世界で最も贅沢
でエキサイティングな列車の旅を提供した伝説の豪華列車が起源です。現在、オリエント･エクス
プレスは五大陸、２４カ国で、ホテル、クルーズ、さらなる列車によるラグジュアリーな旅を提供
しています。同社は１９７６年にイタリア、ベニスの伝説のホテル･チプリアーニを購入時に誕生
し、その後ベニス･シンプロン･オリエント･エクスプレスとしてロンドン、パリからベニスまで運
行を開始し伝説の豪華列車の旅を蘇らせました。現在、オリエント･エクスプレスは４９に及ぶビ
ジネスを展開しています。所有、または一部所有し運営する４０のホテルは、南アフリカ、ケープ
タウンのマウント･ネルソン、ブラジル、リオのコパカバーナ･パレス、ロシア、サンクトペテルブ
ルグのグランド･ホテル･ヨーロッパ、メキシコ、リビエラマヤのマロマ･リゾート＆スパなど、世界
の名だたるコレクションです。また、ニューヨークの伝説的なレストラン「２１」２つのリバーク
ルーズ、６つの観光列車を展開しています。 
 

オリエント･エクスプレスの詳細は、 www.orient-express.co.jp でご覧いただけます。 

オリエント･エクスプレスに関して 

日本での予約･問い合わせ： 
オリエント･エクスプレス   

 
電話 ０３-３２６５-１２００ 

 

 

 

このプレス･リリースに関するお問い合わせ、資料送付のご希望は、 
オリエント･エクスプレス ＰＲ代理店、ケントス･ネットワークまでご連絡ください。 
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